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・タブレット端末を活用した授業
や家庭学習を推進していくことが
必要である。
・タイピングだけでなく、活用する
力もつけてもらいたい。
・読書活動の推進のために、図
書の本をさらに充実させてほし
い。

・今後も、いじめについては子供
たちに引き続き教えていってほし
い。なぜいじめはダメなのかとい
うことをしっかりと教えてもらいた
い。
・相談箱の設置など、子供たちが
相談しやすい方法を考えてもらい
たい。
・子供たちに礼儀や言葉遣い、マ
ナーなどを身に着けていってもら
いたい。

・子供たち自身が安全マップを作
成するような取り組みをしてはどう
か。

・図書ボランティアの活動を充実
させていく。そのための声掛け
や仕組みづくりが必要。
・放課後に体を動かす活動（サッ
カーやバスケットなど）ができれ
ばよいと思う。
・育友会と各地区の自治会で連
携してできることを考えていけれ
ばよいと思う。

３　その他のご意見
・地震など大きな災害があった時が不安である。
・スマホやゲームについては、保護者にも子供にも適切な使い方を学ぶ機会が必要。
・ICTをもっと授業に取り入れ、「おもしろい」「もっと学びたい」という学習への意欲が高まるような工夫をお願いしたい。
・校舎の外壁塗装や、トイレの洋式化工事が終わり大変きれいになった。次は体育館をお願いしたい。

・教員の意識改革を進めるため
にも、授業準備の時間や打ち合
わせ等の時間確保が必要だと考
える。
・宿題の量はちょうどよいと感じ
ている。

・インクルーシブ教育を普及させ
ていくことは難しいと思うが、子供
たちが仲良く楽しい学校生活を
送るためにも進めてもらいたい。
・日常的に子供の様子をていね
いに把握し、いじめの未然防止
につなげてもらいたい。
・子供の実態に合わせ進めてく
れていると感じる。

・外で体を動かすことはとてもよい
ことなので、休み時間は元気に外
で遊べるよう取り組んでもらいた
い。

・調理実習にお店の人が来てくれた
り、育友会や子供センターの土曜日
のイベントにいろいろな方の協力を
得られたりして、今年は子供たちは
いろいろな体験ができてよかった。
・貴志南まつりなどに卒業生もたくさ
ん来てくれていた。
・子供たちや保護者の方に興味を
もってもらえるような取組を今後も考
えていく必要がある。

・授業参観では子供たちが友達
と話し合い、自分の考えを発言す
る姿が見られた。
・読書の推進については、「読書
をした」「何ページ読めた」などが
わかりにくいので、確認できるよ
うな方法があればよいのではな
いか。子供自身にも励みになると
思う。

・どのようなことがいじめになるの
か、授業や日々の学校生活を通
して、子供たちにわかりやすくて
いねいに伝えてもらいたい。
・引き続き定期的に保護者や子
供にアンケート調査を行い検証し
てもらいたい。

・計画的に避難訓練が実施できて
いる。

・開校４０周年記念の航空写真
撮影の時は、暑い中ではあった
が多くの人に応援・協力していた
だき、人文字を作ることができ
た。
・こどもセンター事業では新たな
行事を計画・実行できていた。

◎基礎・基本の確かな定着
◎子供主体の授業の推進
〇家庭学習の定着
〇読書活動の推進

◎いじめの未然防止・
早期発見
◎インクルーシブ教育の
普及
〇道徳・人権教育の充実

◎体力向上の推進
◎基本的生活習慣の確立
〇危機回避能力の育成

◎家庭・地域との連携充
実
◎保幼小の接続、中学校
区における学校間連携の
推進
〇地域の資源活用の推進

・継続して、知識や技能、学ぶ意欲、
自分で課題を見つける力を育てても
らいたい。
・日々の授業の充実はもちろんだが、
日記などの長文を書いたりすること
や、タブレットによる予習復習なども
有効ではないか。

・子供たち一人一人によく話を聞き、
ていねいにみてくれていると感じる。
・友達や先生たちと信頼できる関係を
作り、安全に学校生活を送れている
と感じる。
・何かトラブルなどがあった場合は、
保護者とすぐに連携し対応できれば
よい。いじめ防止の観点からも、学校
と保護者の連携は大切だと思う。

・休憩時間など、外でドッジボールなど
をして元気に遊んでいる姿がよく見ら
れる。
もっと体力をつける取組をしてもらい
たい。
・持久走などが少なかったように感じ
ている。持久走や校内マラソン、駅伝
などを開催してみてはどうか。

・中学校見学で、中学生と話をしたり
直接質問できたりしたのがよかっ
た。
・新型コロナが５類に移行したことを
受け、だんだんと保護者や地域の
方々の来校が増えている。今後も継
続して取り組むことが必要だと思う。
・「連携」がどうとれているのかわか
りにくい。

望ましい人間像をめさし、一人一人の子供の主体性・創造性を養い、
心身ともに健康で豊かな人間性や社会性のある子供の育成

2　学校自己評価についてのご意見

確かな学力 大きく豊かな心 たくましく健やかな体 開かれた学校

１　教育目標

令和５年度　学校運営等に関する評価書

学校名 　　　　　　　　和歌山市立　貴志南小学校

作成日 令和　  ６年　  ３月　 　８日


